
評価は①～⑨の項目毎にＡ、Ｂ、Ｃの３段階とし、それぞれ次のように点数を計算して１００点満点とする。

内容

＜評価表＞

項目別 項目別配分

① 技術者資格（技術士：上下水道部門） 5

② 10

③ 10

④ 目的・条件・内容の理解度 5

⑤ 実施フローの妥当性 10

⑥ 工程計画の妥当性 10

⑦ 庄内圏域の現況の課題の理解力 15

⑧ 課題解決へのプロセス 15

⑨
庄内圏域全体の水道広域化を推進する上で
の要点

20

合計（100点満点）

担当技術者 過去5年間（平成30年度～令和4年度）の
業務実績（都道府県又はこれらに準ずる水
道企業団、企業局発注の水道基盤強化計
画、水道広域化推進プラン、水道広域化基
本計画）
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業務の理解度

25

実施手順

評価項目 評価の着目点
配点

評価

企画提案評価基準

特定テーマ
　庄内圏域の水道事業者が置かれている実情を踏まえ、「山形県水道広域化推進
プラン」で目指す取組方針を、どのように水道基盤強化計画に引継ぎ策定する
か。

別表


